昭和 33 年 12 月 (1958)]〕 


寄生 中 ツ 雑誌 給 目次 (第 7 巻 ) 


(目次 は 原著 論文 の み に 限る ) 


第 7 巻 第 1 号 958, 昭和 33 年 2 月, 1 頁 ~96 頁 ) 


論文 番号 著 者 請 し 
寺尾 宏一 郎 : 殺 卵 剤 の 研究 . (2 ) 殿 尿 中 の 名 虫 卵 及 び 釣 虫 卵 に 対す る 族 種 薬剤 の 殺 卵 
小宮 義孝 ・ 伊 藤 二 郎 ・ 山 本 茂 : 霞ヶ浦 地方 の シラ ウオ に 寄生 する 横川 吸虫 の 研究 
藤沢 俊雄 : 釣 昌 症 の 臨床 的 観察 (2 ) 感染 持続 期間 及び 自覚 症 に つい て rm 12>16) 
鈴木 啓之 : 万 72oe の Z ggZ2 の ZS の 量 が - 於 ける 馬 血 清 の 効 * 
今村 南 * 西村 猛 : : 頭 虫 の 感 染 様 式 に す する 研究 上 トー ドー シ ヤニ トト トド ドット トレ レト ドッ ピッ に に に し て ドド (23>28) 


山口 正 : 寄生 性 路 虫 類 の 組織 化学 9 
III. Py 貝 体 及 び S7zozgy/p42es 7g7 仔 虫 栖 の 組織 化学 的 研究 *・" で トー ドー 29 
小林 昭夫 ・ 熊 田 三 由 ・ 小 宮 義 孝 : 放射 性 物質 Cobalt-60 照射 に よる 顕 虫 卵 殺 滅 に 関す る 研究 . 
II 仔 虫 期 卵 の 抵抗 性 
飯島 利彦 ・ 佐 々 木 圭 ・ 保 阪 幸男 : 用 検査 法 の 比較 検討 … ト ドド ドド に (4850) 
Pe ro 大 島 短 夫 ・ 木 畑 美 知 江 : 肺 吸 虫 (CPZzgoz が の zeS 7 の eS7e72272) の 体外 飼育 
CT) 脱 揚 幼虫 Cexcysted metacercariae) の 娘 27 の に お ける 発育 状況 
石崎 達 ・ 久 津 見 晴彦 ・ 安 田 澄子 ・ 荻 野 泊 郎 ・ 小 野田 友 義 : 裸足 の 習慣 と 釣 東 感染 率 に 就 て ・ 
新井 博 : 免疫 血清 を 作用 せしめ た Toxoplasma ED 
多 和 : 放射 線 の 上 虫 生態 に 及 ん ば 3 影響 に 関す る 研 
Cobalt-60 の 昭 虫 卵 感染 能 に 及ぼ ば す 影 響 に つい て 
飯島 利彦 ・ 保 阪 幸男 ・ 佐 々 木 レ ・ ・ 秋 山 澄 雄 : 山梨 県 下 の 有 病 地 に 
日 本 住 血 吸 虫 の 感染 状況 
若杉 幹太 郎 : コト ン ラ ッ Se 了 虫 Zooso 刀 es c27722 に 関す る 5 
第 2 報 ※ 状 虫 感染 コト ン テ ラット の 感染 経過 及び 病変 ? 
楠 正 知 : 釣 虫 の 腸管 外 寄 生 ? Pe する 実験 的 研究 . (2 ) 釣 東 最終 寄生 部 位 の 検討 
衝 下 貞子 : 暁 昌 の 組織 化学 的 研究 第 6 報 暁 虫 の 電子 顕微 鏡 的 研究 … バ トド (89~ て 95) 
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17. 寺尾 宏一 郎 : 殺 卵 剤 の 研究 . (3) 尿 中 の 人 顕 虫 卵 , 水中 の 人 魚 虫 卵 及 び 水 中 

Me 子宮 内 卵 に 対す る 諸 種 楽 剤 の 殺 卵 作用 (97 >102) 
18. 小宮 義孝 ・ 安 竣 岡 一 男 ・ 佐 藤 温 重 : 犬 釣 虫 成 束 の 生体 外 飼 育 . 

も RE F 衡 溶液 お よび 大 血清 を 用 いて の 飼育 ・・ バ 上 い t ニ ーー 和 デコ ヨロ デ キ デ ぬ し に ーー 103>107) 
19. 石塚 達 : 特殊 環境 に 於 ける 寄生 和 虫 調査 成 績 に つい て . (第 三 報 ) 釣 虫 キヤ リヤ ー 

の 症状 並び に 血液 所 見 (108~115) 
20。 稲 泉 武 男 ・ 伊 藤 淳一 ・ 会 田 恵 : 東洋 毛 様 線 虫 の 仔 虫 に 久 ら ちら れ た サー レス 現象 

な ら の Me 
21. 門 多 入 : ナイ トロ ミン の 頭 虫 卵 発育 に 及ぼ ば す 影 響 に (121 >125) 
22. 大 桂 : 7 ァ zAozzozgs oz が 5 の 無菌 培養 に 於 ける Carbamisin 及 の 

万 scZezzcZ22 coZ の 影響 (126>130) 
23. 横川 宗雄 ・ 大 島 智 夫 : 肺 吸虫 症 の 皮 内 反応 に 関す る 研究 . (IV) 

抗原 の 民 析 及び 超 遠 心 処 理 (131>134) 
24. 浅利 譲 ・ 伊 藤 淳一 ・ 三 条 英 一 ・ 稲 泉 武男 : 東洋 毛 様 線 寄 生 者 の 臨床 的 観察 …… バ …・‥…… (135>141) 


ー38) 


(39~47) 


・(116>120) 
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25. 西村 猛 : 種々 な 温度 ( - 於 ける 釣 仔 取 の 組織 侵入 性 に 関す る 研究 (1 ) 水 相 に 


於 ける 4. gzogezgp 及び 4. cgzzzz 仔 虫 に つい て の 観察 て に に に (142>146) 
26. 大 堆 正 満 ・ 伊 藤 淳一 ・ 浅 利 譲 ・ 平 野 多 開 ・ 中 川 基子 ・ 片 桐 正三 : 新 江 県 に お ける 

肺 吸虫 症 の 流行 状況 本 人 放り 電電 : 人 19.: 折 01 和 832 ! 電 0: あ > 半 3 302 人 いく: 太 (の: 人 07 和 (147 151) 
27. 劉 津 見 晴彦 : 温 執 処理 に よる 上 尿 中 魚 虫 卵 殺 滅 試験 ・ ト 「 ゆ t す ん ニ モ ョ 〒 ま ュ 半 チー に に に に (152 ン 155) 
28. 安 羅 岡 一 男 ・ 楊 存 性 ヶ 陳 坪 庭 ・ 王 雅 珍 : 水 で 稀 和 され た 殿 尿 の 日 本 住 血 吸虫 卵 に 

対す る 殺 卵 効果 ・…ー ピ ビ ピ ヒ 科 ツ スズ ス レ 和 ーー ドド ドド に に に に (156 <159) 
29. 柳沢 十 四 男 : 魚 虫 卵 変性 に 関す る 研究 . 4 シア ン 及 び ア ザイ ド に 依る 顕 虫 卵 の 変性 ・・・(160166) 
30。 大 田 垣 博雅 : 瀬戸 内 海 河口 産 盤 を 中 間 宿 主 と す る 吸 下 類 の 研究 ーー ドド" "ピー (167~182) 
31. 楠 正 知 : 釣 虫 の 腸管 外 寄生 に 関す る 実験 的 研究 (3) 犬 釣 虫 不 受精 卵 に 就 い る …………… (183-187) 


第 7 乱 附 録 1958, 昭和 33 年 5 月 , 1 頁 ~34 頁 ) 文献 集 線 虫 訪 
第 7 乱 第 3 号 (1958 昭和 33 年 6 月, 189 頁 ~332 頁 ) 総会 記事 号 
第 7 巻 弟 4 号 (1958 昭和 33 年 8 月, 333 貢 ~448 頁 ) 


32. 横川 宗雄 ・ 大 島 智 夫 : 肺 吸虫 症 の 皮 内 反応 に 関す る 研究 


V。 石炭 酸 分 画 法 に よ 上 る wie GO < 家 we 人 (333>337) 
33. 柳沢 十 四 男 : 顕 眼 卵 変性 に 関す る 研究 . (3 ) 草子 油 及び 二 硫 化 炭 素 に る 各種 

処理 条件 に 於 ける 変性 馴 PE PKKRRRORRRORKRRRIERRN (338342) 
34. 杉山 太 幹 : 土壌 中 の 顕 虫 卵 検査 法 に 関す る 研究 . (1 ) 硫 普 浮 甘 法 の 検討 "re (343~349) 
35. 飯島 利彦 ・ 保 阪 幸男 ・ 佐 々 木 孝 ・ 秋 山 浴 雄 : PCP-Na (Sogium pentachlorophenate ) 

の 宮入 貝 殺 上 貝 効果 試験 いい トー ドド (350>353) 
36. 秋山 澄 雄 ・ 飯 島 利 彦 : 宮入 貝 殺 上 内 に 関す る 研究 . 

(1) 二 , 三 の Phenol 誘導 体 の 殺 具 効果 に こつ いて 必 li に (354 >356) 
37. 佐々 学 ・ 田 中 寛 ・ 阿 部 康男 ・ 杉 浦 昭 ・ 内 山 裕 ・ 泉 熊 一 ・ 滝 開 一 成 : 奄美 群島 の 寄生 虫 相 . 

(1 ) 塗 抹 , 浮 涯 及び 培養 検便 法 に ょ る 腸 寄生 峰 虫 の 検出 状況 ………… の "ドド (357 362) 
38. 吉村 裕之 ・ 横 川 宗 雄 : 肺 吸虫 の 生理 (IIT) ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 (ZZ み go の の 226S 20S7ZZ772777 

Kerbert, 1878) の 組織 化学 一 特に 糖 質 , 核酸 及び フ オ ス フ ア ター ゼ の 分 布 一 ・……… (363~369) 
39。 石川 道雄 : 肝臓 デス トマ 症 の 臨床 的 観察 上 上 ド デキ モ デ ヨー ドド に (370>375) 
.40. 富村 保 ・ 荒 川 湾 ・ 小 野 忠 相 : 小型 大 平 肺 吸虫 脱 衰 幼虫 (excysted metacercaria ) 

の 自 抄 べ の 感染 六 験 上 トバ の ー ピ ‥ ト で の (376~379) 
41. 石崎 達 ・ 久 津 見 請 彦 ・ 安 田 澄 子 ・ 佐 野 辰 雄 : 腸管 寄生 虫 4 種 ( 釣 , 昭 , 東毛 , 電 ) 

の 成 染 及 び 症 状 に 及ぼ す 相互 作用 に つい て 9 ee も: あ P56 64W9x な WS: 人 (678 (380<384) 
42. 中 山 ク = 子 : 豚 虫 卵 邊 折 膜 を 糞便 中 の 人 上 虫 卵 蛋白 膜 に 近似 し た 形態 と する た め 

の 処理 法 に つい て 上 バ トド ドド トッ トト した にし し し し (385<387) 
43. 沢田 勇 : アク タマ ー に よ ょ る 橿原 条 虫 に 関す る 研究 

一 特に 絶食 させ な いで 投与 し た 場合 の 駆虫 効力 に つい て 一 " ( e に つつ に PT (388<391) 
44. 湯田 和郎 ・ 青 木 大 輔 ・ 鈴 木 了 司 ・ 小 宮 義孝 : 宮城 県 に お ける 蜂 口 虫 の 分 布 調査 ………・…… (392~395) 
45. 鈴木 了 司 ・ 小 宮 義孝 : 関東 地方 並び に その 周辺 地域 の 淡水 魚 及 び 野 鳥 に お ける 

有 到 類 口中 と その 分 布 に つい て の 一 考察 … 憎 renrenrenoeoeo (396 て 401) 
46. 佐藤 温 重 : 犬 釣 虫 の 各 発 生 段階 に 欠け る 物質 代 質 に 関す る 研究 . 

( 1) 感染 仔 虫 期 の 組織 化学 的 研究 ーetuioi・o に ET (402>407) 
47. 小林 昭夫 ・ 安 田 一 郎 ・ 齋 藤 敏昭 ・ 熊 田 三 由 : 各種 化学 薬品 に ょ る 釣 虫 卵 殺 減 試験. 

( 2 ) その 殿 尿 また は 課 水 中 で の 効果 よい 上" 和 キモ キュ ュ ベ ツン ッッ ドド (408 て 414) 


48. 友 松 新 五 : 殿 尿 の 二 硫 化 炭素 処理 に よる 顕 息 感 染 予防 の 野外 実験 . 
Ci ) 一 農村 に 於 ける 場合 い ーーm 拉 イ ピ て (v に 2 (415 て 421) 
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49. 友 松 新 五 : 尿 尿 の 二 硫 化 炭 素 処理 に よる 顕 虫 感染 予防 の 野外 実験 


(2 ) 一 刑務 所 に 於 ける 場合 …ー レ ゾ 橿 rereeeeoeoeoee (422>426) 
50. 高田 季 久 : 赤痢 アメ ー バ の 培養 に 関す る 研究 
第 1 衛 全 血 加 培 地 の 検討 及び 耐熱 培地 に つい て 李 WUvu に ET (427 >431) 


51。 高田 季 久 : 赤痢 アメ ー バ の 培養 に 関す る 研究 
第 2 餅 赤痢 アメ ー バ の 培養 に 及ぼ ば す 卵 黄 及 び 米 肖 粉 中 の 微量 成分 の 影響 に つい て ・・ (432441) 
52。 吉田 幸雄 ・ 中 西 靖 郎 : Cortisone に よる 若菜 病 の 治療 に 関す る 実験 的 並び に 臨床 的 研究 …・(442>448) 
第 7 巻 第 5 号 (1958, 昭和 33 年 10 月 , 449 頁 ~ て 603 頁 ) 
53. 佐々 学 ・ 林 淡 生 ・ 田 中 寛 ・ 杉 浦 昭 ・ 阿 部 康男 ・ 内 山 裕 ・ 泉 熊 一 ・ 滝 開 一 成 : 


奄美 群島 の 寄生 了 虫 相 . (2 ) 主要 寄生 線 虫 感染 の 家族 集積 性 及び 相関 作 に つい て …・…・ (449>453) 
54. 柳沢 十 四 男 : 句 虫 卵 変性 に 関す る 研究 . (4) 変 性 虫 卵 と 遠心 分 離 処 理 に つい て ・・・… (454 一 460) 
55. 吉田 幸雄 ・ 中 西 靖 郎 ・ 松 尾 喜久 男 ・ 岡 野 功 ・ 宮 本 正実 ・ 村 井 知也 ・ 増 田 陸 郎 : 

中 部 日 Pe 於 ける 肺 吸虫 の 分 布 調査 1953 年 か ら 1957 年 迄 の 成績 ふい ** 人 や ーー (461~465) 
56. 荻野 激 郎 : mw ける 貧血 と 釣 虫 症 と の 関係 . 

(1) 釣 虫 感 深 者 及び 非 感染 者 の 血色 素 量 と その 分 布 状態 上 トバ の te (466~472) 
57. 中 山 ク = 子 : 句 虫 卵 の 経 気 道 感染 に 関す る 研究 . (3 ) 顕 虫 卵 と 土壌 と の 関係 に つい て ・…・(473 一 476) 
58. 石崎 達 ・ 久 津 見 晴彦 ・ 安 田 澄 子 ・ 佐 野 展 雄 : 東洋 毛 様 線 虫 症 の 臨床 的 研究 ・…・…・・…・…・ (477-480) 
59. 相崎 徳治 郎 : 水田 中 に 尿 尿 と と も に 搬 布 され た 顕 虫 卵 の 運命 に 関す る 研究 *…・・・…… (481 489) 
60. 佐古 田 新 : 釣 了 の 非 固有 宿主 体内 に 於 ける 発育 に 関す る 実験 的 研究 (第 2 報 ) 

山羊 赤血球 を 頻 回 静 注 し た 家 兎 に 人 釣 虫 完熟 仔 虫 を 感染 せ し め る 実験 ・………………・ (490 一 495) 
61. 佐古 田 新 : 釣 虫 の 非 固有 宿主 体内 に 於 ける 発育 に 関す る 実験 的 研究 (第 3 報 ) 

犬 血 赤血球 を 頻 固 静 注 し た 家 兎 に 人 釣 点 ( ツ ビ = 釣 虫 ) 完熟 仔 虫 を 経 皮 的 に 

感 梁 せしめ る 実験 …w ポ tw に (496<502) 
62. 冨 村 保 ・ 小 野 忠相 ・ 荒 川 略 : 大 平 肺 吸 邊 感染 犬 糞便 の E.P.G. お よび E.P.D. 

検査 に 関す る 研究 トー トド トド ドド ドド に に に にし し し に に し し し (503513) 


63. 若杉 幹太 郎 : コト ン テ ラッ ト 和 糸状 虫 Zooso7gs c272z22 (に 関す る 研究 . 
(3 ) 成虫 及び ミク ロフ イラ リア の 形態 と イエ ダ ェ = 体内 に お ける 幼虫 の 発育 に つい て ・・(514~522) 


64. 国井 喜 章 : 草子 油 の 殺 卵 作用 に 関す る 研究 . (1 顕 虫 に 対す る 殺 卵 作用 …・……… (523528) 
65. 伊藤 二郎 ・ 小 野寺 多 栄子 ・ 望 月 久 : 数 種 の 合成 洗剤 に ょ る 野菜 附 着 顕 虫 卵 の 

洗 泊 除 去 効果 試験 必 … い ーー ドド ドド に (529 こ 532) 
66. 白坂 竜 央 : 寄生 線 虫 類 感染 幼虫 の 生態 に 関す る 研究 . 

(1 ) 釣 虫 類 , 毛 様 線 虫 及び 線 虫 各 感染 幼虫 の 温度 反応 の 比較 に つい て (533~539) 

67。 小宮 義孝 ・ 保 阪 幸男 : 感 酸 石灰 の 殺 具 効果 (こつ いて バー ゆ レ テレ ョ ョ ーー《 ト (ドド に に に に に" (540<544) 
68. 佐々 木 孝 : 日 本 住 血 吸虫 病 撲滅 対策 と し て の 宮入 中 棲息 溝 某 の コン クリ ー ト 化 に つい て ・…・(545 一 559) 
69. 鈴木 重 一 : 南 伊 豆 地方 に 於 ける 肺 吸 息 感染 の 疫学 的 研究 ・… い ドド oe (560~572) 
70. 河野 猪 三郎 : Microflaria の 凝集 反応 発現 並び に その 殺 息 性 免疫 的 意義 に 関す る 研究 …・…・ (573~587) 
71. 大 田 垣 博雅 : 浅田 吸虫 44Zczo み Zzzs Zsg227 Otagaki の 属 名 変更 に つい て ーー … (588) 
72。 神田 閉 栄 : イタ チ 釣 類 虫 の 自然 界 に お ける 発育 史 の 研究 

特に 終末 宿主 が 中 間 宿 主 に も な り 得 る 発育 状況 に 就 い て トド ドド (589~598) 
73。 岡 幹 健 ・ 福 島 淳 仔 ・ 福 田 正 道 ・ 阪 本 綾 子 : 暁 虫 卵 検査 に 関す る 研究 ・* い ee (599~603) 


第 7 巻 第 6 号 (1958 昭和 33 年 12 月 , 605 頁 ~768 頁 ) 
74.。 中 山 ク = 子 : 顕 虫 卵 の 経 気道 感染 に 関す る 研究 . ( 3 ) 顕 虫 卵 の 附 着力 測定 に つい て ・…・…・ (605608) 











[寄生 虫 学 雑誌 ・ 


国井 喜 剖 : 草子 油 の 殺 卵 作用 に 関す る 研究 . て き う 尿 の 貯溜 と 共 子 油 の 殺 卵 作用 ・・… 


許 藤 昭三 : 放射 性 物質 Cobalt-60 照射 に よる 名 虫 卵 殺 滅 に 関す る 研究 


III. 照射 卵 の マウ ス 感 染 実 験 ・ ト トト トド ツ ド ド ドド ドド トト トト ッッッ ッッ ッッ ッッ ・ こ で 


沢田 勇 : 東 溝 条 虫 に た いす る Dichlorophen の 駆虫 効力 
横川 宗雄 ・ 吉 村 裕 之 : 肺 吸 虫 の 生理 . (1V) 

大 平 吸 虫 セ ルカ リア の Mucoid glands の 形態 に 就 て 

・ 町 田 喜 一 : 犬 釣 虫 4zcy/psZozZ cz が 74 の 寄生 々 態 に 就 いて , 

隔 = 棲息 密 度 効 果 に つい て 

林 滋 生 ・ 佐 々 学 ・ 自 坂 意 唄 ・ 高 田 替 徳 ・ 大 谷 艇 土 ・ 深 谷 一 大 ・ 杉 本 裕 ・ 吉 武 幸 : 


ラブ ヂ チ ス 類 に ょ る 大 線 昌 症 の 集団 発生 例 に つい て 上 上 ぐ … ぃ て … ド ドド eee 
大 稚 正 満 ・ 片 桐 正三 : 中 国産 の 顕 口 虫 の 種類 に つい て ・ バ トバ バトル ム トム に (に (… 人 ドド 


藤沢 俊雄 : 釣 虫 症 の 臨床 的 観 侍 . (3 ) 四 塩 化 ニ チレ ン 反 復 授与 の 効果 , 並び に 


釣 虫 の 二 ・ 三 駆 昌 楽に 対 する 抵抗 必 に つい て ババ バト トー バト ーーー 
藤沢 俊雄 : 釣 昌 症 の 臨床 的 観察. (4 ) 4-iodo-3-methy1-1-hydroxy-6-isopropylbenzene 
…・・ (657 一 660) 


ルー ?。 、 ッ デ 
(こつ ロロ イド 入 le 


に こつ いて 
一 井 昭 五 ・ 杉 浦 健一 ・ 松 本 宛 彦 : 眼 昌 体 外 飼育 時 に 於 ける 代謝 像 の 変化 . 
( 1 ) Adenosine triphosphate, We Ascorbic acid 量 の 変化 
進 軸 夫 ・ 藤 元 虎 蔵 ・ 市 原 強 ・ 市 原 鈴 雄 : - 肝 是 の 凝集 反応 CRapid Flocculation 


Test) に 関す る 研究 . (1 ) 抗原 及び 反応 術 式 に 関す る 考察 ・・……… 


伊藤 二郎 ・ 渡 辺 強 三 ・ 野 口 政 輝 ・ 望 月 久 ・ 前 川藤 造 : 静岡 県 下 に お ける 


いわ ゆる 野 大 の 寄 論 論 農 。 で 1 ). 材 近 ドラ で いで く こ くい くく soes yes で 
小宮 義孝 ・ 小山 力 : 糞便 内 ( - 現 われ た 王 藻 様 物体 本 (に つい て PKK ERRE EEE ER KERR 
覆 宮 義 孝 ・ 橋 本 般 : ミヤ イリ ガイ の 乾燥 に 対す る 抵抗 性 ・…… ト ・ ト トー ト トト トード … sr・・・ 


佐古 田 新 : 釣 束 の 非 固有 宿主 体内 に 於 ける 発育 に 関す る 実験 的 研究 (第 4 報 ) 
吉田 幸雄 ・ 中 西 靖 郎 ・ 三 谷 和 合 : ツ ビ ニ 釣 虫 4%cy/psZozz2 の zogezgZ 及び 


2 カ 釣 虫 ecg7oz 226Z2Z2ZS の 感染 経路 に 関す る 研 究 一 一 人 体 


感染 実験 に よる 成績 一 1 ョ 務 r「 モ ドド ドド ドド トト ト トゥ に レト トト トト トト トド トト トド トッ て て で し て ドド て て 


ぶ 々 目 亭 : 外人 布 に 関す る re バ 1 2 朋 然 要 因 お ょ よび 社会 要因 が 
釣 虫 分 布 に 及ば す 影 響 に 
志 る 々 目 享 : 釣 虫 分 布 に 関す る 研究 . に ら ) 集団 駆虫 が 釣 虫 分 布 に 


及ぼ す 影 響 に つ ぃ いて 麓 トー 生 n 地 トト 
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第 15 回 日 本 医学 会 総会 会 員 募 集 (第 1 次 公告 


第 15 回 日 本 医学 会 総会 は 昭和 34 年 4 月 1 日 か ら 5 日 まで 東京 に お いて 開催 きれ ます . 
今回 の 総会 は 総会 た いう 名 に 適わ し く , 百 に 近い 各種 の 興味 ある 主題 (裏面 参 妥 ) に 五 百 数 十 
名 の 講演 者 が 参加 し , シン ポジ ウム , パネ ル デ ス カッ ショ ン 等 その 問題 を 取扱 うに 最も 適し た 形 
式 に より , 関連 分 科 の 固有 の 立場 に 立ち っ ・ 総 合 的 に 研究 発表 討議 が 行わ れ ま す . 会 場 も 本 卿 , 
丸の内 , 省 田 の 3 地域 十 数 会 場 に 互 り ます (会 場 間 に は 臨時 バス 運転 ). 

こ の ほか 都立 産業 会 館 全 館 を 使用 し て 恒例 の 呼 物 の 学術 展示 会 , 商品 展示 会 の ほか に 新 機軸 . 
の 世界 最 優秀 医学 映画 の 映写 会 。 カラ ー・ テ レビ に よる 手術 , 患者 等 の 供覧 等 が , 多彩 に 集約 
的 に 行わ れ ま す 。 

正 に 明 年 4 月 に は , 日 本 医学 の 一 大 祭典 が くり ひろ げ ら れん と し て お り ま す . 

人 会 員 に は 種々 の 便宜 が 提供 せら 
れ ま す の で , どう か 奮 つ て 御 入会 下さ い 。 行事 等 へ の 参加 申込 締切 の 都合 も あり ます か ら な る 
べく 早 目 に 御 申込 み 下 さい 、。 


1. 総会 日 程 御 便宜 の 方 法 で 御 送金 下さ い 。 
午前 午後 振替 口座 を 御 利 用 の 方 は 日 本 医師 会 雑誌 
4 月 1 日 開会 式 学術 集会 第 40 巻 第 11 号 より 毎月 添付 の 振替 用 紙 を 御 
2 学術 集会 学術 集会 使用 下さ い . な お 所 定 の 用 紙 並 に 振替 用 紙 
生 は 総会 事務 局 に 備付 け て あり ます か ら 所 用 
4 日 学術 集会 学術 集会 Per か ーー 
5 日 学術 集会 閉会 式 し ます 。 
学術 展示 会 (3 月 30 日 て 4 月 7 日 ) 3. 行 事 
商品 展示 会 (3 月 30 日 4 月 7 日 ) 2 
馬 に 秦 量 居 参 観 
2 員 700 幅 原子 力 研 究 所 見 学 (茨城 県 東海 村 ) 
0 歌舞 伝 座 和 観劇 


家族 会 員 500 円 

(会 員 の 同伴 家族 で , 学術 集会 , 見 学 , 各種 
トー ナメ ント に 関係 の な い 方 .) 

な お 総会 運営 の 経費 補助 の た め に 篤志 を 以 て 
10, 000 円 以上 (会 費 と し て の 700 円 を 含む ) 
を 寄附 せら れ た 会 員 に は 謝意 を こめ て 記念 品 を 
贈呈 し ます . さら に 50,000 円 以上 の 寄附 考 に 


N HK 交響楽 団 鑑賞 (産経 ホー ル ) 
シネ ラマ 観賞 (帝国 劇場 ) 

ゴル フ ・ ト トー ナメ ント , 囲碁 , 将棋 な ど 
の トー ナメ ント , 美術 展 , この 他 に も い 
ろ い ろ 計 画 さ れ て お り ま す . 具体 的 な こ 
と は 決定 次 第 逐次 発表 いた し ます 。 


対し て は 記念 品 の ほか 第 15 回 日 本 医学 会 学術 集 第 15 回 日 本 医学 会 総会 

会 記録 一 揃 (5 冊 に て 定価 12,000 円 の 予定 ) を 会 頭 内 村 祐之 

贈呈 し ます 。 副 会 頭 小林 芳 入 
入会 の 御 申 込み は 本 年 12 月 1 日 か ら 受付 ます 副 会 頭 緒方 - 和 富 雑 

か ら , 所 定 の 用 紙 に 御 記 入 の 上 , 総会 事務 局 へ 当 備 委員 長 三木 威 勇 治 
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9. 内 分 泌 (2) 
20. 内 分 泌 (3) 
21. 内 分 泌 (4) 


29. 楽 物 療法 の 諸 問 題 (2) 











第 15 回 日 本 医学 会 総会 


・ 医学 史 , 医学 教育 
・ 細胞 の 微細 構造 物 と その 
組織 培養 の 最近 の 進歩 
日 本 人 の 人 類 学 
・ スポ ー ツ の 医学 的 効用 と 障害 
・ 筆 康 管理 
日 本 に お け 
eee の sia 
都市 に お ける 公害 の 諸 問題 

別に 「 首 都 東 京 の 衛生 の 諸 問題 ] (公開 講演 お よ 

全開 展示 ) 

体質 , 遺伝 , 発育 
発育 , 形成 。 特 に その 異常 ( 
栄養 
・ 代謝 (1) 生 化学 
.・ 代謝 (2) 核酸 
・ 代謝 (8 お) ビタミン 
代謝 (4) 電 解 質 代謝 
・ 糖尿 病 
. 内 分 泌 (1) 


機能 に 関す る 最近 の 知見 


- 関 する 諸 問 題 


だ の 諸 問 題 


ステ ロイ ド ホ ル モ ン の 生体 内 代謝 
内 分 泌 の 中 枢 支 配 

ホル モン 條 泌 障 害 と その 治療 (1) 
ホル モン 分 泌 障 害 と その 治療 (2) 
感染 と 区 症 (1) 感染 

。 感染 と 秋 症 (2) 炎症 


・ 先 疫 


ア レル ギー の 基礎 問題 


26. 腰 原 病 


侵襲 と 生体 反応 

薬物 療法 の 諸 問 題 1) 化学 療法 剤 の 副作用 
ニニ 三 治療 剤 の 作用 機 序 
ウイ ルス の 増殖 

トミ す ウイ ルス 疾 愚 群 

。 灰 白身 炎 , - 狂 犬 病 等 
惹 虫 病 


・ 真菌 症 


・ 寄 生息 病 (1) 釣 東 症 ・ 回 貝 症 

夫 ey 日 本 住 血 明 邊 症 ・ フィ ラリ プア 症 
・ 日 本 に お ける 衛生 動物 研究 の 最近 の 進歩 

・ 腫瘍 ロ ) PS 

・ 腫瘍 (2) 癌 と ホル モン 

. 腫瘍 3) 癒 の 早期 診断 

。 腫瘍 (4) 消化 器 痛 


2. 腫瘍 (5) 肺 韻 


・ 腫瘍 (6) 
・ 腫瘍 (?) 
。 白血病 
・ 結核 (1) 結核 の 治療 の 諸 問題 
・ 結核 ⑫) 
・ 結核 と 冶 と 


. 大 量 輸血 に 関す 


. 循環 (2) 脳 循環 


学術 集会 主題 


癌 の 化学 療法 (1) 制 韻 剤 
韻 の 化学 療法 (2) 制 韻 剤 の 臨床 


結核 に お ける 免疫 と アレ ルギー 
の 関連 性 

# 券 の 疫学 的 研究 
抗 療 性 梅 未 
- 関 する 最近 の 諸 問 題 
血液 凝固 


梅毒 (1) 
梅 胡 (2) 
血液 (1) 血球 に 
血液 (2) 毅 狂 彼 白 ・ 
血液 (3) 貧血 
新生 児 溶血 性 疾患 
る 諸 問題 

心電図 。 心臓 

。 脳卒中 

腎 循 環 。 人 工 腎 臓 


循 (1) 


儲 環 (3) 肺 循環 
血管 


。 心臓 外科 
・ 高血圧 (1) 成因 


高血圧 (2) 治療 その 他 


夏 炎 ・ ネ フフ ローゼ ぞ 


。 奈 


胃炎 お よび 骨 江 入 


. 肝炎 お よび 肝硬変 
・ 胆道 疾患 ・ 胆 石 症 ・ 騰 炎 
. 腸 疾患 の 臨床 
9. 小児 の 中 吐 と 下 凍 
。 商 痢 
。 赤痢 
. 筋 生理 の 諸 問 題 
. 筋 電 図 


骨折 


気道 及び 食道 の 異物 


76. 機構 と 音声 
精神 衛生 の 諸 問 題 〈1) 
・ 精神 衛生 の 諸 問題 (2) 


神経 系 に 関す る 最近 の 知見 


。 脳波 - と の 他 


脱 和 疾 串 
脳神経 外科 


* 放射 線 障 害 と その の 対策 
・ 特殊 叉 線 診断 
・ 放 射線 治療 と その 限界 


形成 外科 


・ 麻酔 























